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〈学校教育目標〉「ふるさとに誇りをもち たくましく生き抜く 子どもの育成」 文責：佐藤

先週は本校でインフルエンザＢ型の感染が一気に拡大し、学年・学級閉鎖の措置をとりまし

た。今週の金曜日１５日は第１０期卒業生の卒業式のため、万全の体調でその日を迎えること

ができるよう、全校の子どもたちがうがい・手洗いなどの対策に努めてくれています。

玄関ホールには、３年生が描いてくれた６年生の似顔絵が飾られています。特徴を捉えてい

るものやかわいらしいものなどがあり、どれも一生懸命描いてく

れたことが伝わってきます。また、毎日６年生が使用している階

段には、右の写真のように「ご卒業おめでとうございます 未来

に向かってはばたけ」のメッセージが貼り出されました。

「６年生ありがとうの会」までの取組の一つ、全校のみんなからの「６年生へのメッセージ」

を５年生が掲示してくれました。

「畑山＊＊＊さんへ なわとびしゅうかいのとき、ながなわをできなかったけど、『もうすこ

しはやくとべばいいよ』とおしえてくれました。ながなわをまわしてくれてありがとう。きし

の＊＊＊より」「今野＊＊さんへ いつもやさしくしてくれてありがとうございます。中学校で

もやさしくて、えがおでがんばってください。わたしも＊＊さんみたいに、やさしいおねえち

ゃんになりたいです。堀井＊＊より」「横山＊＊さんへ たてわり班の時にみんなにやさしく声

をかけてまとめてくれたり、楽しいきかくを考えてくれたりして、ありがとうございました。

中学校でもがんばってください。桐生＊＊より」これまでの縦割り班での活動の中で、下級生

は６年生のリーダーとしてのあるべき姿を見てきました。こうして子どもたちの思いやりの心

が受け継がれていっているんだなと実感します。



１１月に６年生の行政相談教室の出前授業を行った

後、子どもたちやご家族の皆様から相談を受けていたと

いうことで、行政相談員の伊藤様が２月２９日に６年生

の教室を訪れ、その回答を行ってくださいました。

相談事一つ一つが全て叶うのかというと、様々な環境

や条件等で難しいことが多いようですが、今回受けたも

のについては行政の方に確実に伝えることができている

とのことです。伊藤様からは子どもたちにクリアファイ

ルもいただき、ありがとうございました。

話の聞き方が立派だったので、きっと６年生の子ども

たちの成長を感じていただけたと思います。

いわきっこのがんばり

○第１６回小島かはたれ「子ども俳句コンクール」

〈かはたれ賞〉 ４年 佐藤 ＊＊ 「虫の声 冬をとなりに 生きている」

〈奨励賞〉 ６年 佐々木 ＊ 「コオロギの 歌声聞いて ねむりつく」

〈チャレンジ賞〉 ４年 鈴木 ＊＊ 「ぼん休み 暑さやわらぐ 虫の声」

４年 金森＊＊＊ 「旧藩祭 がっきもみんなも あせ光る」

４年 山崎 ＊＊ 「ときまいり 声を合わせて あせぽたり」

５年 青山 ＊＊ 「ハタハタの ぶりこがうまい！ 冬の夜」

６年 今野 ＊＊ 「さむい夜 こたつをせんりょう ねことぼく」

〈学校賞〉

○令和６年度由利本荘市スポーツ賞

【奨励賞 個人】 ２年 髙橋 ＊＊

○第５２回秋田県空手道連盟剛柔会全県空手道選手権大会

【形競技 小学生男子６年】 ５年 伊藤 ＊＊

今回このコンクールで学校賞を

いただきました。子どもたちの感性

と学びの成果を評価していただいた

ものと、とても光栄に思いました。

ますます言葉をみがき、表現力を

高めていきたいものだと感じていま

す。

＊＊さんは卓球、＊＊さ

んは空手でそれぞれ全国大

会に出場します。さらに上

を目指してがんばってほし

いものです。




